
さいたま市立原山中学校 

第１学年 国語科 シラバス 

             

 

◎中学校の国語科では… 

 

 

 

国語を適切に表現し、正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに 

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する

態度を育てる 

 

 

 

                                                                  ことを目標としています。 

  ◎中学１年生の国語科では…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ「知識及び技能」  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ「思考力、判断力、表現力等」  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ「学びに向かう力、人間性等」  

 

 

 

 

 

 

 

 

社会生活に必要な国語の

知識や技能を身に付けると

ともに、我が国の言語文化に

親しんだり理解したりする

ことができるようにする。 

筋道立てて考える力や豊

かに感じたり想像したりす

る力を養い、日常生活におけ

る人との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや

考えを確かなものにするこ

とができるようにする。 

言葉がもつ価値に気付く

とともに、進んで読書をし、

我が国の言語文化を大切に

して、思いや考えを伝え合お

うとする態度を養う。 

   

☆本校ではこれらの目標を次の「学習計画」「評価の観点・評価の方法」「授業の特色」を基に達成を

 目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原山中の国語科はこんな授業です！ 

    知識・技能 

  社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付け

ているとともに、我が国

の言語文化に親しんだり

理解したりしている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に人と

関わったり、思いや考えを確

かなものにしたりしながら、

言葉がもつ価値に気付こうと

しているとともに、進んで読

書をし、言葉を適切に使おう

としている。 

 自ら設定した課

題について調べた

り、作品を創作した

り、様々な活動を取

り入れて、国語力を

高めます。 

評価の観点 

国語科では次の３つの観点で評価します。 

 疑問、わからない点に

ついて気軽に質問でき

ます。 

 国文法について

は、工夫して覚えた

り、練習問題を繰り

返したりします。 

   思考・判断・表現 

「話すこと・聞くこと」、「書く

こと」、「読むこと」の各領域にお

いて、筋道立てて考える力や豊かに

感じたり想像したりする力を養い、

日常生活における人との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思いや

考えを確かなものにしている。 

様々な学習プリ

ントを活用して、わ

かりやすい授業を

目指します。 

古典の学習の

際、資料を見たり

暗唱をしたりし

て、興味をもてる

よう工夫します。 

漢字や語句の基本

的な知識の定着を目

指すとともに美しく

整った字を書く練習

します。 



学習計画 

期 月 学習内容 学習のねらい 
 
 
１ 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
期 
 
 

４ 
 
 

・ふしぎ 
 

・詩のリズムや工夫された表現技法に気づく。 
・読み取ったことに基づいて、自分の考えを確かなものにする。 

・桜蝶 ・文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考え
る。 

５ 
 
 

・お気に入りの一品を紹
介する 

・事象や行為、心情を表す語句の量を増し、話の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。 

・言葉の単位 ・言葉の単位について理解する。 
・箱に入った桃太郎 
・竹取物語 

・歴史的仮名づかいを知り、音読する。 
・現代と異なる意味をもつ言葉に注意し、古文の暗唱に挑戦する。 

6 
 
 
 
 
 

・硬筆 ・漢字と仮名の大きさ、字形に気をつけて、配置よく書く。 
・自分の脳を知っていま 
すか 

・目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈する。 
・文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係など
について叙述を基に捉え、要旨を把握する。 

・資料から得た根拠を基に
意見文を書く 

・根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工
夫する。 

・内容を整理して説明する ・比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、引用の仕方や出
典の示し方について理解を深め、それらを使う。 

7 
 

・日本語の音声 ・日本語の音声の特徴を知る。 
・ベンチ ・戦争とその背景について学び、作者の思いを読み取る。 

・本や文章から必要な情報を読み取る方法を身につける。 
・全ては編集されている ・目的に応じて必要な情報に着目して、内容を解釈する。 

 
  
２ 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
 
期 
 
 

８ ・ビブリオバトルをしよ
う 

・読書に親しみ、自分のおすすめ本の紹介をわかりやすくする。 

９ 
 
 

・持続可能な未来を創る
ために―人の暮らし方を
考える 

・自分の課題を見つけて検討する。 
・比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、引用の仕方や出
典の示し方について理解して使う。 

・森には魔法使いがいる ・論理の展開を捉えて読む 
・文の成分 ・文の成分の役割について理解する。 

１０ 
 
 

・根拠を明確にして意見
文を書く 

・自分の考えが伝わるように、根拠を明確にして文章を工夫する 

・オツベルと象 ・作品の構成や展開をとらえる。 
・河童と蛙 ・情報を思い描きながら読む。 

１１ 
 
 
 

・日本語の文字 ・日本語の文字の特徴を理解する。 
・随筆を書く ・叙述の仕方を確かめて文章を整える。 

・漢字の音と訓 ・漢字の音訓について理解する。 
・中国の名言 ・訓読の仕方を知り、漢文特有のリズムを味わう。 

１２ 
 
 
 

 

・子どもの権利 ・共通点や相違点を踏まえて考えをまとめる。 
・言葉がつなぐ世界遺産 ・筆者の問題提起と向き合い、言葉の果たす役割をとらえる。 
・読み手を意識して報告文
を整える 

・読み手の立場に立って文章を整えて書く。 

・書き初め ・用紙の形や大きさに合わせ、文字の大小や字間、行の中心に気を
つけて、配置よく書く。 

 
３ 
 
 
学 
 
期 
 
 

１ 
 

・単語のいろいろ ・単語の分類の基準について理解する。 
・四季の詩 ・表現技法に込められた作者の物の見方、考え方をとらえる。 
・少年の日の思い出 ・登場人物の心情変化に注意し、作品の主題を考える。 

２ 
 
 

・漫画で「物語」を表現す
る 

・目的に応じて必要な情報に着目して要約したり、場面と場面、場
面と描写などを結び付けたりして、内容を解釈する。 

・熟語の構成 ・熟語を構成する「型」を知り、分類できるようにする。 
・言葉のはたらきと体力向上について考える。 

３ ・発言を結び付けて話し
合う 

・話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考え
をまとめる。 

・蜘蛛の糸  ・読書に適した本を見つける。 

                      学習計画は、実態に応じて変更になることがあります。 

                      必要に応じて便覧・文法・漢字の副教材を使用します。 

 


